
【安心して老後を過ごすための退職金の使い方と活かし方】
多くの会社では退職金制度が設けられており、新入社員として入社し、退職したときに退職金がもらえます。同じ会社で定年退職まで勤め上げればかなりの額の退職金を手にすることになります。この多額のお金を旅行などの遊興費で使ってしまう選択肢もありますが、老後の生活設計、資金計画を考えると一度立ち止まって今後の資金計画をきちんと立てた上で、手元にいくら残すかどうかを判断することが重要です。そこで、退職金の活用方法についてご紹介します。

退職金で住宅ローンを完済する
住宅ローンの返済が残っている場合は、退職金で全部または一部を繰り上げ返済する方法があります。退職金はその返済分減少しますが、借金が減りますので安心感が増し、金利支払いの負担がなくなる分キャッシュフローが改善されます。しかし、変動金利のローンの場合で金利が低いときには、無理に繰り上げ返済する必要はないケースも考えられます。

退職金を金融商品で運用する
退職金を現金でタンス預金していてもお金は増えません。そこで、金融商品で運用するという選択肢が考えられます。老後の生活のための資金運用という位置づけであれば、あまり大きなリスクはとらないことがポイントです。一例としてJリートや分配型投資信託など定期的に分配金を受け取ることができるタイプの金融商品に投資をすることで、年金収入を補完する定期収入を得る投資方法があります。この方法は長期保有が前提になりますので、投資資産の短期的な価格変動に一喜一憂する心配がないというメリットもあります。

退職金で不動産投資をする
退職金で賃貸アパートやワンルームマンションを購入し、賃貸不動産経営を行う選択肢もあります。賃貸不動産経営をすることで継続的に安定収入が得られる可能性がありますが、資産価格の下落や空室に伴う賃料収入などのリスクもある点は覚悟する必要があります。ただし、単なる資産運用に留まらない点が不動産投資の魅力でもあります。退職金という現金資産を不動産に資産移転することは、相続税対策にもなります。不動産の相続税評価額は現預金や金融資産の評価額と比較すると低くなりますので、相続税の節税につながります。

退職金は月給やボーナスと比較すると多額になるケースが多いです。そのため、金額の多さに舞い上がってしまい使い道を誤ることもあるようです。目の前に大金が入ってきても、退職後の長い期間の生活を考えると
リタイヤメントプランニングをしっかり作り、それに沿った退職金の使い方や活かし方を考えることが大切です。
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[監修専門家]
大間 武（ファイナンシャルプランナー）
飲食業をはじめ多業種の財務経理、株式公開予定企業などの経理業務構築、ベンチャーキャピタル投資事業組合運営管理を経て、2002年ファイナンシャル・プランナーとして独立。2005年株式会社くらしと家計のサポートセンター、NPO法人マネー・スプラウト設立。
「家計も企業の経理も同じ」という考えを基本に、「家計」「会計」「監査」の3領域を活用した家計相談、会計コンサル、監査関連業務、講師・講演、執筆など幅広く活動。  
保有資格：
1級ファイナンシャル・プランニング技能士、CFP(R)、プロフェッショナルCFO、証券外務員二種、日商簿記一級
�言葉の表現、言い回しを変更


�住宅ローン退職金で返済する場合は、一部または全部であったり、返済後の退職金も残額がある場合もありますので表現を変更しております。　変動金利の表現も今は金利が低いですが今後低くない場合も想定して表現を変更しました。


�「�金融商品で運用する」という表現に変更しました。Jリートや分配型投資信託はオススメではなくあくまで一例として表現変更しました。


長期保有は「前提」に価格変動は「短期的」なものに、必要は「心配」に変更しました。


�賃貸アパート、マンションは「購入」に表現変更しました。リスク表現は資産価格の下落と賃料収入減少へ表現変更しました。


�「長く健康で老後をすごしたければ」という表現ですと強制されている感じがするので「退職後の長い生活を考えると」に表現変更しました。






